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2020年 10月 3日
ねん がつ みっか

年間第 27主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 ミサ説教
きく ち いさおだい し きょう せっきょう

先ほど、10月 3日の午後、この大聖堂で新しい司祭と助祭が誕生しました。東京 教区
さき みっか ご ご だいせいどう あたら し さい じょさい たんじょう とうきょうきょう く

は、喜びのうちに、ホルヘ・ラミレス神父と古市助祭を迎えます。
よろこ しん ぷ ふるいちじょさい むか

教会において司祭になるとことは、就 職とは全く違います。司祭への道は神からの呼
きょうかい し さい しゅうしょく まった ちが し さい みち かみ よ

びかけに応える道であり、その呼びかけに対して、「わたしがここにおります。わたしを遣
こた みち よ たい つか

わしてください」（イザヤ 6・8）と応えたことに基づいて歩み続ける人生の旅路です。
こた もと あゆ つづ じんせい たび じ

さらにその召命は個人の問題ではありません。「召命を育てる義務は、キリスト教 共
しょうめい こ じん もんだい しょうめい そだ ぎ む きょうきょう

同体全体にある」と、第二バチカン公会議の司祭の養成に関する教令は指摘しています。
どうたいぜんたい だい に こうかい ぎ し さい ようせい かん きょうれい し てき

司祭は、自分たちと関係のないところで養成され、自動的に誕生して、小 教区に与え
し さい じ ぶん かんけい ようせい じ どうてき たんじょう しょうきょう く あた

られるような存在ではなくて、教会共同体が自ら生み出し育てていく存在です。その
そんざい きょうかいきょうどうたい みずか う だ そだ そんざい

ために、同教令は、「共同体はとくにキリスト教的生活を十全に生きることによって
どうきょうれい きょうどうたい きょうてきせいかつ じゅうぜん い

その義務を果たさなければならない」と指摘しています。
ぎ む は し てき

ですから、今回新司祭が誕生したことも、それに続く助祭が誕生したことも、どこか
こんかいしん し さい たんじょう つづ じょさい たんじょう

で勝手に起こっている無関係な事柄なのではなく、教区共同体にとって、また小 教
かっ て お む かんけい ことがら きょう く きょうどうたい しょうきょう

区共同体にとって、自らの責任において関わっている大切な務めの結果であります。
く きょうどうたい みずか せきにん かか たいせつ つと けっ か

もちろん教区には一粒会という存在があり、祈りと献金を通じて、神学生の養成を支
きょう く いちりゅうかい そんざい いの けんきん つう しんがくせい ようせい ささ

えてきました。みなさまの寛大なご支援に、心から感謝いたします。同時に教区の全員
かんだい し えん こころ かんしゃ どう じ きょう く ぜんいん

が、一粒会の会員であり、神学生養成に責任を持って関わっていることも思い起こして
いちりゅうかい かいいん しんがくせいようせい せきにん も かか おも お

いただければと思います。
おも

さて、司祭への道は、冒頭で申し上げたように、会社への就 職活動とは全く異なりま
し さい みち ぼうとう もう あ かいしゃ しゅうしょくかつどう まった こと

すから、まさしく十人十色、一人ひとりに独自の物語が存在します。そして多くの場合、
じゅうにん と いろ ひと り どく じ ものがたり そんざい おお ば あい

召命の道程は、人間が考え計画した通りには進まないことが多いのです。
しょうめい どうてい にんげん かんが けいかく とお すす おお
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もちろん神学校での養成にはカリキュラムがあり、それに従って単位を取得して行かな
しんがっこう ようせい したが たん い しゅとく い

ければならないのですが、しかしそれは、いわゆる資格取得のための勉強でもありませ
し かくしゅとく べんきょう

ん。神学校は、司祭になるための資格取得の学校ではありません。
しんがっこう し さい し かくしゅとく がっこう

自分が司祭になりたいと決意し、神学校の所定の単位を取ったからと言って、それが即座
じ ぶん し さい けつ い しんがっこう しょてい たん い と い そく ざ

に司祭となることとは結びつかないのです。司祭は資格ではなく、生きる道であります。
し さい むす し さい し かく い みち

それも自ら切り開く道ではなく、神が用意した計画を見いだしながら、神の呼びかけに生
みずか き ひら みち かみ よう い けいかく み かみ よ い

きる道であります。
みち

一人ひとりに司祭の召命の旅路についての話を聞く度に、今日の福音に記された詩編
ひと り し さい しょうめい たび じ はなし き たび き ょ う ふくいん しる し へん

からの引用の言葉が思い浮かびます。
いんよう こと ば おも う

「家を建てるものの捨てた石、これが隅の親石となった。これは主がなさったことで、
いえ た す いし すみ おやいし しゅ

わたしたちの目には不思議に見える」
め ふ し ぎ み

ホルヘ神父も古市助祭も、いわゆる一直線に問題なく進んで、司祭や助祭になったわけ
しん ぷ ふるいちじょさい いっちょくせん もんだい すす し さい じょさい

ではありません。東京 教区の皆さんには、そういえば、数年前まで、この二人の名前
とうきょうきょう く みな すうねんまえ ふた り な まえ

は聞いたこともなかったと、いぶかしく思われた方も少なくないだろうと思います。二人
き おも ほう すく おも ふた り

とも非常にユニークな人生を歩み、紆余曲折を経て、最終的に東京 教区の聖職者
ひ じょう じんせい あゆ う よ きょくせつ へ さいしゅうてき とうきょうきょう く せいしょくしゃ

として、本日叙階を受けました。
ほんじつじょかい う

まさしく、「これは主がなさったことで、わたしたちの目には不思議に見える」出来事で
しゅ め ふ し ぎ み で き ごと

あります。

先ほどわたしは、「最終的に東京 教区の聖職者として」と申し上げました。でも叙階
さき さいしゅうてき とうきょうきょう く せいしょくしゃ もう あ じょかい

を受けることが目的地ではありません。叙階式が目指すゴールではありません。司祭に
う もくてき ち じょかいしき め ざ し さい

とって、そこからが大切です。
たいせつ

第一の朗読でイザヤは、ぶどうを植えたものの、よい実を得ることが出来なかったこと
だいいち ろうどく う み え で き

への、神の 憤 りを記しています。
かみ いきどお しる
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「わたしがぶどう畑のためになすべきことで、何かしなかったことがまだあるというの
ばたけ なに

か。わたしはよいぶどうがなるのを待ったのに、なぜ、酸っぱいぶどうが実ったのか」
ま す みの

さまざまな紆余曲折を経て二人をここまで呼ばれ導かれた神は、まさしくぶどうを植
う よ きょくせつ へ ふた り よ みちび かみ う

えた神です。よい実がなることを待っておられる神です。神はなすべきことでしなかっ
かみ み ま かみ かみ

たことは、何一つありません。残されているのは、植えられたものが、これからどのよ
なにひと のこ う

うな実りを生み出すかであります。したがって、ゴールはまだまだ先と言わなければな
みの う だ さき い

りません。

ですから、どうか司祭のためにお祈りください。ひとりでも多くの司祭が誕生するよう
し さい いの おお し さい たんじょう

にと、召命のために祈るのとおなじように、司祭のこれからの生涯のためにお祈りく
しょうめい いの し さい しょうがい いの

ださい。神学校の卒業は完成品の誕生ではなく、これからさらに育てていく原型の誕生
しんがっこう そつぎょう かんせいひん たんじょう そだ げんけい たんじょう

です。育てるのは、教会共同体の聖なる努めであります。必要な助けを与えてくださ
そだ きょうかいきょうどうたい せい つと ひつよう たす あた

り、土台を用意してくださった神に、自信を持ってよいぶどうを実りとして差し出すこ
ど だい よう い かみ じ しん も みの さ だ

とが出来るように、司祭のためにお祈りをお願いいたします。
で き し さい いの ねが

さて、召命なんて自分とは関係がない、と思われている方もおられるのかも知れません。
しょうめい じ ぶん かんけい おも かた し

そんなことは全くありません。キリストの弟子となったすべての人には、それぞれ固有
まった で し ひと こ ゆう

の召命があります。わたしたちはすべからく、ぶどうとして神から植えられ、多くの世話
しょうめい かみ う おお せ わ

を神から受けています。わたしたちにも、よい実りを生み出す務めがあります。信徒の
かみ う みの う だ つと しん と

召命であります。
しょうめい

第二バチカン公会議の教会憲章には、こう記されています。
だい に こうかい ぎ きょうかいけんしょう しる

「信徒に固有の召命は、現世的なことがらに従事し、それらを神に従って秩序づけな
しん と こ ゆう しょうめい げん せ てき じゅう じ かみ したが ちつじょ

がら神の国を探し求めることである。自分自身の務めを果たしながら、福音の精神に導
かみ くに さが もと じ ぶん じ しん つと は ふくいん せいしん みちび

かれて、世の聖化のために、あたかもパン種のように内部から働きかけるためである」
よ せい か だね ない ぶ はたら

（31）

新型コロナウイルス感染症の事態が続く中で、多くの人が当たり前のように、「いのち
しんがた かんせんしょう じ たい つづ なか おお ひと あ まえ

を守るための行動」などと口にするようになりました。いまの時点でも世界各地で、い
まも こうどう くち じ てん せ かいかく ち
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のちを守るために尽力される医療関係者は多くおられ、その働きに心から感謝しま
まも じんりょく い りょうかんけいしゃ おお はたら こころ かんしゃ

す。また病 床にあって病気と闘っている多くの方に、神のいつくしみの手が差し伸
びょうしょう びょう き たたか おお ほう かみ て さ の

べられるように祈ります。
いの

この事態で、「いのちをまもる」は、キリスト者の専売特許ではなくなりました。政治の
じ たい しゃ せんばいとっきょ せい じ

リーダーですら、そう口にします。でも少しだけそこには違いがあるようにも感じてい
くち すこ ちが かん

ます。

憶えておいでですか。昨年の教皇訪日のテーマは、何でしたでしょう。「すべてのいの
おぼ さくねん きょうこうほうにち なに

ちを守るため」であります。
まも

わたしたちキリスト者は、わたしの健康を守るためにいのちを守ろうと言っているので
しゃ けんこう まも まも い

はなく、わたし外のすべてのいのちを守るために行動しようと言っています。それはわ
がい まも こうどう い

たしたちが、すべてのいのちが、神から与えられた賜物であり、等しく人間の尊厳があ
かみ あた たまもの ひと にんげん そんげん

るからだと信じているからです。
しん

このわたしたちの賜物であるいのちへの思いを、この事態のただ中で広く伝えていくこ
たまもの おも じ たい なか ひろ つた

とは、重要です。社会のただ中にあって、その言葉と行いで、いのちの福音をあかし
じゅうよう しゃかい なか こと ば おこな ふくいん

する宣教者が必要です。そしてそれは、皆さん一人ひとりであります。「あたかもパン種
せんきょうしゃ ひつよう みな ひと り だね

のように」福音をあかしする皆さんの存在です。植えられたぶどうの木として、いのち
ふくいん みな そんざい う き

を与えられた神に感謝しながら、自らの召命に忠実に生き、福音をパン種のように社
あた かみ かんしゃ みずか しょうめい ちゅうじつ い ふくいん だね しゃ

会全体に及ぼしながら、神に喜ばれるよい実をつける者となりましょう。
かいぜんたい およ かみ よろこ み もの


